
太平洋いか類漁場調査

(抄録)

今村豊・油野晃

2002 年 6 月 ~11 月に東経 160 度以西海域において、試験船東奥丸 (140 トン)でいか類の漁場調査

等を実施した。調査は 7、9、10、11月の計4回行った。

スJレメイカ

2002年本県太平洋沖合に来遊したスルメイカは、白糠で昨年より 15日早い 5月29日、八戸では昨

年より 5日遅い 6月24日に初漁がみられた。

白糠の漁期入りは例年より早く、順調に推移し、漁期終了までの累積漁獲量(ウオダス漁海況速報よ

り)は約 1，277トン(前年約 1，071トン)の漁獲となり、前年を上回った。 CPUE(1隻 1日当たりの

漁獲量)でみると、 2002年は 0.29トンで前年の 0.28トンをやや上回った。

八戸の漁期入りは例年並みで、順調に推移し、漁期終了までの累積漁獲量(ウオダス漁海況速報より)

は約 5，345トン(前年約 2，979トン)の漁獲となり、前年を大幅に上回った。 CPUEでみると、 2002

年は 0.71トンで前年の 0.71トンと同じであった。

発表誌:平成 14年度いか釣漁場開発調査資料28号及び平成 14年度外洋性イカ(スルメイカ・アカイ

カ)に関する生物測定・標識放流・海洋観測結果基礎資料集 青森県水産総合研究センター
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